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発表の内容

１研究動機

2物理量、力学の学習について

3熱とは。熱をエネルギーの形態として

考えたときわかること

4熱力学の法則のモデルによる解釈

5今後の展望



◎絶対温度

最低点を決めている
変化率一定
性質に依存しない？
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運動をとらえる



例 スターリングサイクル熱機関
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熱力学三法則

１．熱はエネルギーの一形態である
２．熱は高熱源から低熱源に自然に流れるが逆はない
０．熱的に接触をすると熱流は止まり温度は等しくなる。
この状態を熱平衡という

準静的過程
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五人に六個のコインのグループ

五人に三個のコインのグループ

合体させたグループ



指数関数的に増大
高温の系
＋低温の系
＝中間の系

ほぼ確実に
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予備＊カルノーサイクルの熱効率


